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二
〇
一
一
年
を
以
て
、
現
地
活
動
は
二
九
年
目
、

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
三
〇
年
目
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、

様
々
な
で
き
ご
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
来
る
と

は
想
像
で
き
な
か
っ
た
。

　

十
年
前
に
旱か

ん

魃ば
つ

と
飢
餓
に
遭
遇
し
て
以
来
の
劇
的

な
展
開
が
、
現
在
の
局
面
に
私
た
ち
を
導
い
て
き
た
。

　

そ
し
て
奇
し
く
も
、
現
地
は
大
洪
水
、
日
本
は
大

震
災
に
見
舞
わ
れ
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
が
大
き

く
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
一
年
間
で
あ
っ
た
。

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
支
持
者
の
多
く
が
大
震
災
被

災
地
へ
救
援
に
駆
け
つ
け
、
労
苦
を
共
に
し
よ
う
と

し
た
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
目
を
凝
ら
せ

ば
、
日
本
で
も
現
地
で
も
、
等
質
の
問
題
が
横
た
わ

っ
て
い
る
か
ら
だ
。
人
為
が
自
然
を
制
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
人
は
自
然
の
懐
の
中
で
身
を
寄
せ
合
っ

て
生
き
て
い
る
。
人
間
も
ま
た
自
然
の
一
部
な
の
だ
。

　

言
葉
で
自
然
は
欺
か
れ
な
い
。
自
然
の
前
で
政
治

的
な
茶
番
は
見
苦
し
い
。
利
を
得
る
た
め
に
手
段
を

選
ば
ず
、
暴
力
と
巧
言
で
な
り
ふ
り
構
わ
ず
貪
る
時

代
は
先
が
見
え
た
。

　

こ
こ
現
地
で
も
、
米
軍
撤
退
が
取
り
ざ
た
さ
れ
る
。

だ
が
も
う
興
味
が
な
く
な
っ
た
。
暴
力
は
暴
力
で
倒

さ
れ
、
茶
番
で
始
ま
っ
た
も
の
は
茶
番
で
終
わ
る
。

そ
し
て
世
の
関
心
が
去
る
と
き
、
結
局
は
自
分
た
ち

で
後
始
末
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
じ
こ
と
だ
。

　

吾わ
れ

々わ
れ

は
何
を
後
世
に
残
そ
う
と
す
る
の
か
。
ど
ん

な
生
物
で
も
、
子
孫
の
生
存
に
力
を
尽
く
し
て
死
ぬ
。

　

自
ら
の
安
逸
の
た
め
だ
け
に
、
そ
れ
も
架
空
の
富

や
権
勢
や
名
利
の
た
め
に
、
人
が
欺
き
合
い
、
殺
戮

し
合
う
の
は
、
も
う
沢
山
だ
。
わ
ず
か
な
安
楽
の
お

こ
ぼ
れ
に
浴
す
る
た
め
に
、
時
世
に
お
も
ね
る
こ
と

は
な
い
。
そ
れ
が
虚
無
感
と
自
傷
他
害
に
至
る
自
滅

の
元
で
あ
る
。

　

吾
々
の
良
心
的
協
力
が
、
立
場
を
超
え
、
国
境
を

超
え
て
躍
動
し
て
い
る
の
は
、
自
然
の
理
に
適
っ
て

い
る
か
ら
だ
。
己
が
何
の
た
め
に
生
き
て
い
る
か
と

問
う
こ
と
は
徒
労
で
あ
る
。
人
は
人
の
た
め
に
働
い 今年は灌漑地で麦などが大豊作となった

ＰＭＳ総院長／ペシャワール会現地代表　中村 哲

吾々の良心的協力が、立場を超え、国境を超えて躍動しているのは、自然の理に適っているからだ。
己が何のために生きているかと問うことは徒労である。人は人のために働いて支え合い、人のため
に死ぬ。そこに生じる喜怒哀楽に翻弄されながらも、結局はそれ以上でもそれ以下でもない。だが
自然の理に根差しているなら、人は空理を離れ、無限の豊かな世界を見出すことができる。そこで
裏切られることはない。

二
〇
一
〇
年
度
を
振
り
返
っ
て

人間とH然との関係が

大きく浮き彫りにされた一年間
2010年度現地事業報告
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て
支
え
合
い
、
人
の
た
め
に
死
ぬ
。
そ
こ
に
生
じ
る

喜
怒
哀
楽
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
結
局
は
そ
れ
以

上
で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。
だ
が
自
然
の
理
に
根

差
し
て
い
る
な
ら
、
人
は
空
理
を
離
れ
、
無
限
の
豊

か
な
世
界
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
裏
切

ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

現
地
事
業
は
見
世
物
で
は
な
い
。
人
間
の
実
態
に

迫
る
生
き
る
た
め
の
努
力
で
あ
る
。
報
告
を
借
り
て
、

温
か
い
関
心
を
い
た
だ
い
た
人
々
に
心
か
ら
の
謝
意

を
表
し
、
こ
の
事
業
に
携
わ
る
現
地
の
人
々
の
汗
と

労
苦
に
思
い
を
致
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
度
も
変
わ
ら
ず
に
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
。

　

過
去
最
悪
の
治
安

　　

二
〇
〇
九
年
に
行
わ
れ
た
欧
米
軍
増
派
は
、
い
っ

そ
う
の
治
安
悪
化
を
も
た
ら
し
た
。
二
〇
一
〇
年
は

外
国
兵
へ
の
襲
撃
だ
け
で
な
く
、
ほ
と
ん
ど
無
意
味

と
も
言
え
る
軍
事
作
戦
が
多
く
の
市
民
を
殺
傷
し
た
。

　

外
国
兵
・
一
般
市
民
の
死
亡
は
過
去
最
悪
の
記
録

を
更
新
し
た
。

　

一
般
住
民
と
タ
リ
バ
ン
兵
を
区
別
す
る
の
は
不
可

能
で
あ
る
。
殺
戮
さ
れ
た
の
は
殆ほ

と
ん
ど
が
普
通
の
農

民
・
市
民
で
あ
っ
た
と
噂
さ
れ
て
い
る
。
外
国
軍
は

十
二
万
人
に
膨
れ
上
が
り
、
初
期
の
十
倍
以
上
と
な

っ
た
が
、
混
乱
も
比
例
し
て
増
え
た
。
軍
事
介
入
は
、

お
び
た
だ
し
い
犠
牲
者
と
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
混
乱

を
も
た
ら
し
た
と
言
え
よ
う
。

　

無
秩
序
が
農
村
部
ま
で
拡
大
し
、
多
く
の
地
域
で

住
民
同
士
の
紛
争
が
頻
発
し
た
。
こ
の
紛
争
の
背
景

に
は
、﹁
米
軍
撤
退
﹂
を
め
ぐ
っ
て
、
外
国
勢
力
や

犯
罪
グ
ル
ー
プ
の
暗
躍
が
あ
る
と
も
、
軍
閥
内
部
の

抗
争
だ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

憶
測
の
真
偽
は
、
地
域
に
よ
り
事
例
に
よ
っ
て
異

な
る
。
だ
が
確
実
な
の
は
外
国
軍
と
中
央
政
府
が
騒

乱
を
収
拾
す
る
力
を
失
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
無
人
機

に
よ
る
爆
撃
の
多
発
も
最
近
の
顕
著
な
傾
向
で
、
主

と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
国
境
沿
い
の
村
落
で
、
日
々
多

く
の
人
々
が
命
を
奪
わ
れ
続
け
て
い
る
。

　

農
村
部
の
混
乱

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
作
業
地
・
北
部
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
は
比

較
的
安
定
し
て
い
る
が
、
ク
ナ
ー
ル
州
境
付
近
で
Ｉ

Ｓ
Ａ
Ｆ
︵
国
際
治
安
維
持
軍
︶に
対
す
る
襲
撃
が
活

発
と
な
り
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
も
取
水
口
か
ら

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
、
職
員
さ
え
立
ち
入
り

に
く
い
状
態
に
陥
っ
た
。
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
で
は
、

勢
力
を
張
る
軍
閥
が
分
裂
抗
争
、
村
々
と
対
立
し
て

い
る
。

　

民
心
も
こ
れ
に
伴
っ
て
動
揺
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
診
療
所
の

土
地
を
提
供
し
て
い
た
人
の
親
族
が
暗
殺
さ
れ
、
地

域
間
の
抗
争
と
共
に
、
外
国
軍
に
対
す
る
敵
意
が
一

層
深
ま
り
、
爆
発
寸
前
と
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
四

月
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
村
落
同
士
の
対
立
で
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｏ
︵
ア
フ
ガ
ン
Ｎ
Ｇ
Ｏ
安
全
事
務
所
︶か
ら
撤
退
の

打
診
が
あ
っ
た
。

同
様
な
敵
対
関
係
が
東
部
ア
フ
ガ
ン
一
帯
で
広
く
起

こ
り
始
め
、
農
村
を
律
し
て
き
た
不
文
律
が
内
部
か

ら
大
き
く
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
加
速
し

た
の
が
﹁
復
興
支
援
﹂
の
名
で
与
え
ら
れ
た
有
力
者

へ
の
買
収
工
作
で
、
貧
困
層
の
間
で
は
公
然
の
秘
密

と
な
っ
て
い
る
。
地
域
長
老
会
の
権
威
が
消
滅
す
れ

ば
、
収
拾
の
つ
か
ぬ
事
態
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部
の
混
乱

　

二
〇
一
一
年
五
月
一
日
、
米
軍
の
単
独
行
動
で
オ

サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
氏
が
殺
害
さ
れ
る
と
、
パ
キ

ス
タ
ン
側
で
﹁
主
権
侵
害
﹂
の
声
が
上
が
り
、
大
規

模
な
抗
議
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
ア
フ
ガ
ン
側
で
は

大
勢
に
影
響
な
か
っ
た
も
の
の
、
外
国
軍
へ
の
軽
蔑

と
敵
意
が
い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
国
境

沿
い
で
は
最
大
の
勢
力
を
誇
る
武
装
勢
力
が
出
没
し
、

同
時
に
米
軍
側
の
無
人
機
攻
撃
に
よ
る
犠
牲
者
を
連

日
出
し
続
け
て
い
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
の
治
安
は
再

び
著
し
く
悪
化
し
た
。
情
勢
は
い
よ
い
よ
複
雑
怪
奇
、

か
つ
大
規
模
な
動
き
で
あ
る
。

　

カ
ル
ザ
イ
政
権
は
﹁
タ
リ
バ
ン
勢
力
と
の
和
解
﹂

を
掲
げ
、
米
軍
の
撤
退
期
限
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
二

〇
一
四
年
に
退
陣
す
る
こ
と
を
表
明
、
も
は
や
終
局

に
さ
し
か
か
っ
た
こ
と
を
印
象
づ
け
た
。
し
か
し
、

撤
退
後
に
生
じ
る
事
態
は
誰
も
予
測
で
き
ず
、
人
々

の
間
で
不
安
が
蔓
延
し
て
い
る
。

　

一
方
、
パ
キ
ス
タ
ン
＝
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
両
国
の

歩
み
寄
り
は
経
済
関
係
で
見
ら
れ
始
め
、
ア
フ
ガ
ン

側
の
農
産
物
、
希
少
金
属
、
手
工
芸
品
ら
の
輸
出
に

二
〇
一
〇
年
度
の
概
況



42011 年 7 月 13 日 ペシャワール会報　No.108

便
宜
を
図
る
協
定
が
二
〇
一
一
年
五
月
、
再
発
効
し

た
。
ま
た
、
東
部
で
圧
倒
的
に
強
い
パ
キ
ス
タ
ン
・

ル
ピ
ー
の
流
通
は
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
両
国
を

切
り
離
す
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
長
い
外
国
軍
の
駐

留
は
、
基
地
経
済
、
援
助
経
済
と
も
言
え
る
依
存
体

質
を
作
っ
て
お
り
、
今
後
も
進
行
し
続
け
る
と
思
わ

れ
る
旱
魃
＝
農
業
生
産
低
下
と
相
俟
っ
て
、
貧
困
層

の
間
に
行
き
詰
ま
り
感
が
拡
大
、
先
行
き
を
更
に
不

透
明
に
し
て
い
る
。

　

大
洪
水
の
影
響

　

二
〇
一
〇
年
八
月
に
発
生
し
た
空
前
の
大
洪
水
は
、

パ
キ
ス
タ
ン
ほ
ど
甚
大
な
被
害
を
与
え
な
か
っ
た
が
、

東
部
ア
フ
ガ
ン
の
ク
ナ
ー
ル
河
沿
い
で
猛
威
を
振
る

っ
た
。
約
一
〇
〇
名
が
死
亡
と
伝
え
ら
れ
、
吾
々
の

灌
漑
事
業
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
洪
水
が

取
水
堰
な
ど
を
破
壊
し
、
異
例
の
集
中
豪
雨
と
鉄
砲

水
が
連
日
山
麓
で
発
生
、
用
水
路
の
至
る
所
で
改
修

工
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
︵
後
述
︶。

　

Ｐ
Ｍ
Ｓ
事
業
の
概
況

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
変
わ
ら
ず
に
続
け
ら
れ

た
が
、
同
渓
谷
に
あ
る
村
落
同
士
の
対
立
で
、
活
動

を
拡
大
で
き
ず
に
い
る
。
唯
一
残
っ
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
ダ

ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
、
間
も
な
く
二
〇
周
年
を
迎

え
る
が
、
既
述
の
治
安
悪
化
を
受
け
て
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｏ

︵
ア
フ
ガ
ン
Ｎ
Ｇ
Ｏ
安
全
事
務
所
︶か
ら
、
活
動
引

き
上
げ
の
打
診
が
あ
っ
た
。
だ
が
、
医
療
職
員
は
動

揺
せ
ず
、
診
療
を
継
続
し
て
い
る
。

　

大
洪
水
の
あ
お
り
を
受
け
、
二
〇
一
〇
年
度
で
最

大
の
仕
事
と
な
っ
た
の
が
水
利
事
業
、
特
に
ク
ナ
ー

ル
河
流
域
の
河
川
工
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
建
設
さ
れ

た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
改
修
、
既
設
取
水
施
設

の
大
規
模
改
修
、
護
岸
工
事
、
懸
案
の
カ
マ
取
水

設
備
︵
堰せ

き

お
よ
び
取
水
門
、
主
幹
水
路
︶が
含
ま
れ
、

Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
し
て
は
過
去
最
大
の
物
量
投
入
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。

　

こ
こ
に
至
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︵
独
立
行
政
法
人
国
際

協
力
機
構
︶共
同
事
業
と
し
て
カ
マ
第
二
取
水
口
・

主
幹
水
路
の
再
建
設
、
対
岸
ベ
ス
ー
ド
郡
の
護
岸
工

事
が
実
施
さ
れ
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
財
政
的
な
窮
地
を
し
の

げ
た
の
は
天
佑
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
、
予
定
さ
れ

た
工
事
は
遅
滞
な
く
行
わ
れ
、
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
北

部
一
万
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
六
十
万
農
民
の
生
活
を

保
障
す
る
見
通
し
が
確
実
に
な
っ
た
。

　

特
に
カ
マ
取
水
口
・
堰
建
設
の
成
功
は
大
き
な
希

望
と
イ
ン
パ
ク
ト
を
地
域
に
与
え
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
財
政
枯
渇
が

予
測
さ
れ
る
と
、
直
ち
に
緊
縮
態
勢
が
実
施
さ
れ
た
。

　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
か
ら
の
補
給
が
極
端
に
減
少
す

る
と
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
自
在
な
動
き
が
封
ぜ
ら

れ
る
。
今
後
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
と
の
良
心
的
協
力
は

継
続
さ
れ
る
が
、
文
字
通
り
﹁
共
同
事
業
﹂
で
あ
っ

て
、
立
案
か
ら
設
計
・
施
工
ま
で
一
貫
し
て
動
け

る
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
独
立
性
と
自
由
さ
が
前
提
で
あ
る
。
多

少
規
模
を
縮
小
し
て
も
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
独
自
の
判
断
で
計

画
実
施
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、

現
在
が
最
も
吾
々
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
時
期

で
あ
る
︱
︱
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
中
で
の
苦
し
い
判

断
で
あ
っ
た
。

１
．
医
療
事
業

　

二
〇
一
一
年
四
月
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
付
近

に
混
乱
が
及
び
始
め
る
と
、
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｏ
︵
ア
フ
ガ
ン

Ｎ
Ｇ
Ｏ
安
全
事
務
所
︶か
ら
、﹁
撤
退
打
診
﹂
が
あ
っ

た
。
私
の
一
存
で
決
め
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、

勤
務
す
る
医
療
職
員
に
図
る
と
、﹁
今
患
者
を
助
け

ね
ば
、
い
つ
助
け
ら
れ
る
の
か
。
数
あ
っ
た
医
療
機

関
は
活
動
を
事
実
上
引
き
上
げ
、
誰
が
患
者
を
診み

る

の
か
﹂
と
、
一
致
し
た
意
見
が
強
く
述
べ
ら
れ
た
。

　

職
員
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
、
現
在
以
上
の
混
乱
期

に
診
療
活
動
を
開
始
し
、
誰
か
ら
も
撤
退
を
強
い
ら

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
、
彼
ら
自
身
が
故

郷
に
愛
着
を
持
つ
地
元
民
で
あ
る
。
二
〇
年
の
間
に

は
、
何
度
も
危
機
的
事
態
に
遭
遇
し
、
診
療
活
動
だ

け
で
二
名
の
殉
職
者
さ
え
出
し
た
が
、
話
題
に
な
ら

な
か
っ
た
だ
け
だ
。
勧
告
を
謝
絶
し
た
の
は
、
当
然

の
心
情
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
ア
フ
ガ
ン
内
で
最
初
に

設
立
さ
れ
た
基
地
で
あ
り
、
間
も
な
く
二
〇
周
年
を

迎
え
る
。
他
の
診
療
所
が
戦
乱
で
次
々
と
閉
鎖
さ
れ

る
中
、
最
終
拠
点
と
し
て
活
動
が
継
続
さ
れ
た
。
二

〇
一
〇
年
度
の
診
療
内
容
は
別
表
の
通
り
︵
５
頁
表

参
照
︶。

二
〇
一
〇
年
度
の
現
地
活
動
の
概
要

・（
し
し
1
し
し
．＇・
し
し
',．
し
し
．＇・
し
し
',．
し
し
．＇・
し
し
',．
し
し
．＇・
し
．＇・
し
し
',．
し
し
',
.
I
し
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２
．
水
源
事
業
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
共
同
事
業

　

既
述
の
よ
う
に
、
大
洪
水
に
よ
っ
て
多
く
の
場
所

で
改
修
工
事
が
必
要
と
な
り
、
中
で
も
河
川
工
事
が

大
き
な
比
重
を
占
め
た
。

　

二
〇
一
〇
年
九
月
に
立
て
た
計
画
は
以
下
の
通
り
。

　

こ
れ
を
二
年
が
か
り
で
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

①
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
取
水
堰･

水
門
の
全
面
改
修

②
カ
マ
第
一
取
水
門
補
修
・
堰
の
全
面
改
修

③
カ
マ
第
二
取
水
口
の
建
設

④
カ
マ
第
二
用
水
路
・
主
幹
一
㎞
建
設

⑤
カ
マ
用
水
路
対
岸
の
護
岸
工
事

⑥
ベ
ス
ー
ド
取
水
堰
︵
カ
ブ
ー
ル
河
︶建
設

⑦
シ
ェ
イ
ワ
取
水
堰
の
河
道
回
復
工
事

⑧
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
土
石
流
路
の
護
岸
工
事

⑨
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓
地
の
給
排
水
路
建
設

　

こ
の
う
ち
、
③
、
④
、
⑤
、
⑥
を
﹁
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
共

同
事
業
﹂
と
し
、
急
を
要
す
る
カ
マ
用
水
路
に
集
中
、

ベ
ス
ー
ド
第
一
取
水
口
は
二
〇
一
一
年
度
実
施
と
し

た
。
共
同
事
業
は
、﹁
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
現
地
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に

委
託
﹂
と
い
う
形
を
と
っ
た
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
と
っ
て

初
め
て
の
例
だ
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
十
月
に
契
約
が

成
り
、
十
一
月
か
ら
動
き
始
め
た
。

　

し
か
し
、
河
川
工
事
は
夏
の
準
備
期
間
で
成
否
が

決
ま
る
。
実
際
に
は
、
交
通
路
敷
設
、
石
材
ら
の
輸

送
、
再
調
査
に
基
づ
く
最
終
設
計
ら
は
八
月
に
始
ま

っ
て
お
り
、
十
月
に
は
基
礎
工
事
に
取
り
掛
か
っ
て

い
た
。
一
般
に
河
川
工
事
は
、
最
も
理
解
さ
れ
に
く

い
仕
事
の
ひ
と
つ
で
、
不
確
定
要
素
が
余
り
に
多
い
。

　

し
か
も
、
川
の
水
位
が
下
が
る
十
一
月
か
ら
翌
二

月
ま
で
の
短
期
に
一
挙
に
済
ま
せ
な
く
て
は
な
ら
ぬ

時
間
的
制
約
が
あ
る
。
財
政
的
裏
付
け
を
得
て
夏
の

準
備
工
事
に
着
手
で
き
た
の
が
成
功
に
つ
な
が
っ
た
。

　

カ
マ
用
水
路
・
取
水
口
・
取
水
堰

　

カ
マ
用
水
路
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
二
〇
〇
八
年
に
仮
工
事

と
し
て
堰
の
工
事
を
毎
年
く
り
か
え
し
て
来
た
か
ら
、

立
案
・
設
計
は
容
易
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
実
際
の
施

工
と
な
る
と
別
で
、
巨
大
河
川
を
相
手
に
周
到
な
準

備
が
必
要
で
あ
っ
た
。
昨
夏
の
大
洪
水
は
一
〇
〇
年

に
一
度
の
規
模
と
さ
れ
、
こ
の
想
定
に
基
づ
い
て
計

画
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
で
は
、
二
〇
〇
年
、
三
〇

〇
年
に
一
度
の
場
合
は
、
ど
う
な
の
か
。

﹁
想
定
外
は
い
つ
で
も
起
き
る
﹂
と
想
定
す
る
の
が
、

国名 アフガニスタン

地域名 ナンガラハル州

施設名 ダラエヌール診療所

外来患者総数 44,575 

【内訳】　  一般 38,749 

ハンセン病 0 

てんかん 427 

結核 370 

マラリア 2,302 

外傷治療総数 2,727 

入院患者総数 —

検査総数 7,939 

【内訳】血液一般 588 

尿 1,498 

便 2,005 

ハンセン病塗沫検査 0 

抗酸性桿菌 308 

マラリア 3,095 

リーシュマニア 366 

その他 79 

心電図 —

超音波検査 —

各診療所の診療数と検査件数

カマ第２取水口。２列の堰板から階段状に水が落ちる。右下の写真が
レバノン杉を用いた堰板。厚さ５センチに鉄板を貼付けて浮力を殺す。
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自
然
に
対
す
る
人
間
の
節
度
で
あ

る
。
近
年
自
然
災
害
を
確
率
の
問

題
に
す
り
替
え
て
安
心
す
る
傾
向

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
切
な
目
安

で
は
あ
り
得
て
も
、
煎
じ
詰
め
れ

ば
ま
じ
な
い
か
賭
博
の
世
界
と
大

差
な
い
。

　

だ
が
こ
れ
が
護
岸
工
事
と
共
に
、

堰
を
作
る
際
、
最
も
苦
慮
さ
れ
る

点
で
あ
る
。
洪
水
に
も
耐
え
、
渇

水
期
で
も
取
水
で
き
る
も
の
と
は
、

人
間
側
の
虫
の
よ
い
考
え
で
あ
り
、

ま
さ
に
人
為
と
自
然
の
危
う
い
接

点
な
の
だ
。
堰
に
限
っ
て
言
え

ば
、
ま
さ
か
の
時
、
人
里
が
崩
れ

る
よ
り
は
、
堰
が
崩
れ
る
方
が
よ

い
。　

ま
た
、
人
里
と
河
と
は
思

い
切
っ
て
離
し
、
遊
水
地
ら
の
遊

び
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
、
筑
後
川
の
斜
め
堰

の
方
法
が
採
用
さ
れ
た
が
、
成
功

し
た
と
見
ら
れ
た
マ
ル
ワ
リ
ー
ド

取
水
堰
も
洪
水
で
破
壊
さ
れ
、
新

た
な
工
夫
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

　

ま
た
、
カ
マ
取
水
口
は
過
去
半

世
紀
、﹁
誰
も
成
功
し
な
い
﹂
と

さ
れ
、
肥
沃
な
穀
倉
地
帯
・
カ
マ

郡
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
年
々
荒こ

う

蕪ぶ

地
が
増
え
て
い
た
。
人
口
三
〇
万
の
カ
マ
は
、
土

地
の
荒
廃
で
半
分
が
難
民
化
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　

こ
の
主
因
は
年
々
進
行
す
る
ク
ナ
ー
ル
河
の
水
位

変
動
に
あ
っ
た
。
近
年
の
気
候
変
化
に
伴
い
、
ヒ
ン

ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
山
脈
の
雪
解
け
が
初
夏
に
急
激
に
起

き
、
冬
季
に
は
逆
に
渇
水
に
陥
る
。
洪
水
と
水
欠
乏

が
同
居
す
る
、
夏
冬
の
極
端
な
水
位
差
で
あ
る
。

　

こ
の
状
態
で
堰
き
上
げ
の
高
さ
が
非
常
に
重
要
に

な
る
。
冬
の
作
付
け
を
守
ろ
う
と
高
く
す
れ
ば
、
夏

の
洪
水
の
危
険
を
増
す
。
夏
の
洪
水
を
避
け
よ
う
と

低
く
す
れ
ば
、
冬
の
取
水
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
急
流
河
川
の
多
い
日
本

で
は
、
近
世
に
完
成
し
た
技
術
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が

斜
め
堰
で
あ
る
。
基
本
は
越
流
水
深
を
必
要
最
低
限

に
抑
え
、
そ
の
た
め
に
越
流
幅
を
で
き
る
だ
け
広
く

と
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
堰
が
壊

さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
入
念
に
検
討
さ
れ
た
。
カ
マ
取

水
堰
の
場
合
、
夏
の
越
流
幅
を
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以

上
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
中
洲
全
体
を
堰
の
連
続
と

し
、
中
洲
の
洗
掘
防
止
策
を
徹
底
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ナ
ー
ル
河
の
夏
の
水
は
お
び
た
だ
し
い

土
砂
を
含
み
、
取
水
口
を
し
ば
し
ば
埋
め
て
し
ま
う
。

こ
の
た
め
に
設
け
ら
れ
る
の
が
﹁
砂
吐
き
﹂、﹁
余
水

吐
き
﹂
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
土
砂
堆
積
は
防
ぎ
得
な

い
の
で
、
下
流
側
で
﹁
沈
砂
池
﹂
に
導
き
、
ス
ラ
イ

ド
式
水
門
で
底
水
を
排
出
し
、
堰
板
水
門
で
上
水
を

水
路
に
送
る
。

　

ま
た
、
取
水
堰
と
同
様
、
取
水
門
の
幅
を
思
い
切

っ
て
浅
く
広
く
と
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
こ
の
た

ガンベリ沙漠・シギ村周辺排水路要図　橋と水門位置 （2011 年 6 月現在）
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め
、
カ
マ
第
二
取
水
口
は
異
例
の
幅
と
な
り
、
大
き

な
水
門
と
な
っ
た
が
、
後
の
改
修
の
手
間
を
考
え
る

と
最
も
安
全
か
つ
効
率
的
だ
。
こ
れ
に
流
水
圧
を
減

ら
す
二
重
の
堰
板
列
と
し
た
︵
10
頁
表
参
照
︶。

　

カ
マ
取
水
口
完
成
の
意
義
と
農
村
復
興

　

か
く
て
気
候
変
動
に
応
じ
る
取
水
技
術
は
、
カ
マ

第
二
取
水
口
を
以も

っ

て
ほ
ぼ
完
成
し
た
形
に
な
っ
た
と

思
え
る
。
こ
の
意
味
は
少
な
く
な
い
こ
と
を
強
調
し

た
い
。﹁
農
業
復
興
﹂
と
言
っ
て
も
、
水
あ
っ
て
の

話
で
あ
る
。
灌
漑
な
く
し
て
農
業
な
く
、
用
水
路
な

く
し
て
灌
漑
な
く
、
取
水
堰
な
く
し
て
用
水
路
は
な

い
。
現
地
の
旧
来
の
方
法
が
近
年
の
気
候
変
動
に
対

処
で
き
ず
、
結
果
、
農
業
生
産
の
ジ
リ
貧
の
低
下
を

招
い
て
き
た
。
カ
ネ
は
い
つ
か
無
く
な
る
が
、
水
に

潤
さ
れ
る
土
地
は
、
営
々
と
生
産
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

カ
マ
取
水
口
完
成
は
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州
の
長
い
悲

願
で
あ
っ
た
。
Ｐ
Ｍ
Ｓ
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
多
く

の
人
々
が
見
学
に
来
る
カ
マ
の
堰
に
モ
デ
ル
的
な
も

の
を
作
っ
て
お
け
ば
、
取
水
技
術
は
自
ず
と
広
が
り
、

農
業
生
産
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
期
待
し
た
の

で
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
四
月
十
五
日
、
正
式
に
行
政
当
局
に

通
知
さ
れ
、
シ
ェ
ル
ザ
イ
州
知
事
自
ら
開
通
の
テ
ー

プ
を
切
っ
た
。
夏
の
一
日
送
水
量
は
約
一
〇
五
万
ト

ン
、
冬
は
約
四
〇
万
ト
ン
、
十
二
分
な
水
量
で
あ
る
。

　

こ
の
陰
に
は
、
窮
し
た
農
民
た
ち
の
結
束
が
あ
り
、

カ
マ
長
老
会
の
﹁
ひ
と
冬
分
の
小
麦
を
つ
ぶ
し
て
も

完
成
﹂
と
い
う
決
定
が
、
大
き
な
支
え
と
な
っ
た
こ

と
は
述
べ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

取
水
口
対
岸
・
ベ
ス
ー
ド
護
岸

　

こ
の
カ
マ
堰
の
対
岸
は
、
大
洪
水
で
数
百
ヘ
ク
タ

ー
ル
が
冠
水
し
た
所
で
あ
る
。
堰
の
建
設
で
洪
水
時

の
水
位
も
当
然
高
く
な
る
の
で
、
同
時
に
施
工
し
た
。

　

初
め
、
カ
マ
第
一
・
第
二
主
幹
水
路
沿
い
対
岸
、

約
二
キ
ロ
を
予
定
し
て
い
た
が
、
十
一
月
の
低
水
位

期
に
な
っ
て
、
驚
く
べ
き
事
態
が
判
明
し
た
。
ベ
ス

ー
ド
郡
全
体
が
、
下
流
に
向
か
っ
て
低
い
盆
地
で
、

ク
ナ
ー
ル
河
は
そ
の
高
い
位
置
を
か
す
め
る
よ
う
に

流
れ
る
天
井
川
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
工
事
予
定

区
間
の
一
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
で
、
湾
曲
し
て
同

盆
地
へ
進
入
す
る
大
き
な
分
流
が
主
流
と
化
し
、
低

地
に
向
か
っ
て
滔
々
と
流
れ
て
い
た
。
洪
水
で
な
く

と
も
夏
季
に
大
被
害
を
及
ぼ
す
の
は
明
ら
か
で
あ
っ

た
。

　

そ
こ
で
急
き
ょ
予
定
工
事
区
間
を
延
長
、
全
体
を

三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
し
、
進
入
路
の
閉
塞
、
河
道

中
心
線
の
掘
削
を
図
っ
た
。
ベ
ス
ー
ド
側
分
流
と
主

流
と
の
間
に
か
す
み
堤
︵
不
連
続
堤
防
︶を
設
け
て

Q ３池。全長 25.5 キロのうちこのような貯水池・遊水池が１２ヶ所
造成された。池の向こうはガンベリ沙漠。

ベスード側の護岸工事。巨石による 1700 メートルの捨石工。昨夏の大
洪水余裕高を洪水レベルより 1.5 メートル以上とる。
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分
流
へ
注
ぐ
水
量
を
減
ら
し
、
ベ
ス
ー
ド
側
で
は
防

御
線
を
思
い
切
っ
て
河
か
ら
遠
ざ
け
て
堤
防
を
置
き
、

低
位
置
に
石
出
し
水
制
七
基
を
設
置
し
た
。

　

こ
う
し
て
取
り
あ
え
ず
危
機
を
脱
し
、
河
道
中
心

へ
流
れ
を
集
め
、
低
い
分
流
に
注
ぐ
水
量
は
調
整
さ

れ
た
。
増
水
後
、
大
き
な
被
害
は
な
く
、
堤
防
上
部

の
天
端
工
事
は
な
お
続
け
ら
れ
て
い
る
。
連
続
堤
防

の
一
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
は
専も

っ
ぱ

ら
巨
礫れ
き

に
よ

る
捨
石
工
を
採
用
し
、
堤
防
高
約
六
～
八
メ
ー
ト
ル

を
築
き
、
川
底
を
深
く
す
る
と
共
に
、
川
幅
を
約
五

〇
メ
ー
ト
ル
拡
大
し
た
。

　

増
水
期
の
六
月
二
〇
日
現
在
、
水
面
か
ら
天
端
ま

で
の
高
さ
四
～
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
冬
の
低
水
位
と

の
差
は
約
一
メ
ー
ト
ル
以
下
、
昨
年
程
度
の
洪
水
な

ら
大
過
は
想
定
し
に
く
い
。
万
一
冠
水
し
て
も
、
広

い
畑
が
遊
水
地
と
化
し
、
悲
劇
的
な
事
態
は
避
け
得

る
。
現
在
、
川
沿
い
に
植
樹
を
進
め
て
い
る
︵
10
表

参
照
︶。

　

マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
復
旧
作
業

　

大
洪
水
は
用
水
路
沿
い
に
も
集
中
豪
雨
を
伴
い
、

同
用
水
路
全
線
、
十
数
カ
所
で
土
砂
流
入
、
決
壊
が

起
き
た
。
中
で
も
取
水
口
近
傍
の
ジ
ャ
リ
バ
バ
渓
谷

か
ら
す
さ
ま
じ
い
量
の
土
砂
が
流
入
し
、
沈
砂
池
を

埋
め
つ
ぶ
し
た
。

　

最
大
の
被
害
は
取
水
堰
の
被
害
で
あ
る
。
堰
そ
の

も
の
は
破
壊
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
堰
を
渡
し
た
大
き

な
中
洲
が
流
失
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
水
位
が
下
が

り
、
洪
水
流
入
は
起
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
十
一
月

に
は
用
水
路
流
域
に
深
刻
な
渇
水
状
態
を
も
た
ら
し
、

ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
開
拓
も
中
断
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
十
二
月
か
ら
復
旧
工
事
を
始
め
、
二

〇
一
一
年
一
月
ま
で
に
必
要
水
位
を
回
復
し
た
。
河

道
を
分
割
し
て
礫
石
で
中
洲
を
復
元
、
蛇
籠
を
埋
設

し
て
急
流
に
耐
え
る
よ
う
に
し
た
。
対
岸
カ
シ
コ
ー

ト
村
の
指
導
者
が
作
業
を
妨
害
し
た
た
め
、
中
断
し

て
い
る
が
、
今
秋
ま
で
待
つ
以
外
に
方
法
は
な
い
。

　

妨
害
と
は
重
機
の
拿だ

捕ほ

で
、
自
分
の
村
の
護
岸
工

事
を
要
求
し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ゆ
と
り

が
な
く
拒
否
、
重
機
を
奪
還
し
て
中
洲
か
ら
引
き
上

げ
た
。

　

浚
渫
工
事
は
最
低
必
要
限
だ
け
を
行
い
、
こ
れ
も

二
〇
一
一
年
度
に
持
ち
こ
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
の
河
川
工
事

　

シ
ェ
イ
ワ
取
水
口
で
は
洪
水
流
入
は
水
門
か
ら
五

セ
ン
チ
を
超
え
る
だ
け
で
、
大
き
な
被
害
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
河
道
が
砂
利
で
埋
ま
り
、
十
月
に
な

っ
て
水
が
途
切
れ
た
。
幅
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
約

八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
掘
削
し
て
河
道
回
復
を
図
り
、

急
場
を
し
の
い
だ
が
、
本
工
事
は
次
年
度
に
持
ち
こ

さ
れ
た
。

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
下
流
、
用
水
路
サ
イ
フ
ォ
ン

が
埋
設
さ
れ
る
土
石
流
路
は
、
激
し
い
流
れ
で
水
が

あ
ふ
れ
る
寸
前
と
な
っ
た
。
川
幅
を
広
く
す
る
と
共

に
、
中
心
部
を
掘
削
し
て
深
く
し
、
両
岸
堤
防
を
約

六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
高
く
し
た
。

３
．
農
業
関
係

　

二
〇
一
〇
年
度
、
約
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
開
墾
さ

れ
、
初
の
水
稲
栽
培
が
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

小
麦
栽
培
が
約
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
収
穫
を
得
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
、
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
で
も
集
中
豪

雨
に
よ
る
鉄
砲
水
が
襲
い
、
洪
水
排
水
路
の
建
設
が

改
め
て
痛
感
さ
れ
た
。

　

一
方
、
ク
ナ
ー
ル
河
︱
シ
ギ
村
か
ら
掘
り
進
ん
で

き
た
排
水
路
網
は
、
ガ
ン
ベ
リ
下
流
の
ク
ナ
デ
イ
、

カ
ラ
テ
ク
村
の
湿
害
を
一
掃
し
、
中
小
の
も
の
を
入

れ
る
と
、
計
三
五
～
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
。

　

湿
地
処
理
は
一
応
全
て
の
耕
作
地
を
回
復
し
て
い

る
が
、
排
水
路
主
幹
が
狭
く
、
将
来
的
に
ガ
ン
ベ
リ

の
全
て
の
水
が
通
過
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
十
分

な
排
水
能
力
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
と
く
に
急
激

な
鉄
砲
水
は
、
湿
害
を
増
す
恐
れ
が
あ
る
。
ガ
ン
ベ

リ
沙
漠
は
、
表
面
は
砂
で
あ
る
が
、
一
～
三
メ
ー
ト

ル
地
下
に
厚
い
粘
土
質
の
地
層
が
あ
る
。
思
っ
た
よ

り
保
水
性
が
よ
い
の
は
こ
の
た
め
で
、
灌
漑
が
進
む

と
一
部
は
湿
地
化
す
る
。

　

洪
水
対
策
だ
け
で
な
く
、
灌
漑
＝
分
水
路
敷
設
に

伴
う
浸
透
水
貯
留
を
防
ぐ
た
め
、
主
要
排
水
路
の
建

設
、
計
約
一
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
進
め
た
。
二
〇
一

一
年
度
中
に
完
成
予
定
。

　

二
回
の
夏
を
越
し
た
新
開
地
は
、
熱
風
と
砂
塵
に

さ
ら
さ
れ
、
収
穫
に
影
響
が
出
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
。
こ
と
に
二
〇
一
一
年
五
月
初
旬
か
ら
六
月
中

旬
ま
で
五
週
間
、
猛
烈
な
砂
嵐
が
連
日
襲
い
、
約
二
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ＰＭＳによる護岸工事の概要（2010.11 ～ 2011.10）

五PZ[砂：廿／〗土） 取水口

＼ ｛ 

/ し/-／三
［ 二 J

[）＇ ·• ヽ ＼ ，＇ 込—’
、現在の護岸終末点 (3500m)

＼ 
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護岸工事など
場所 構造物 長さ 幅 工種の概要

第一取水口上流 護岸 160m 1.5 ～ 2.0m 巨礫による川岸掩蔽
第一取水口下流 護岸 350m 4.5 ～ 8.0m 高さ 6.0 ～ 8.0m、二段の捨石工

水門の概要
場所 目的 方式 サイズ（水門幅・個数） 通常通過流量（㎥ /秒） 備考

1 第一取水口 取水量調整 手動・堰板式 幅 1600mmx3（二列） 4.5 ～ 5.5 取水
2 第二取水口 取水量調整 手動・堰板式 幅 1500mmx4（二列） 5.0 ～ 12.0 取水
3 第二調節池 送水量調整 手動・堰板式 幅 1600mmx3（一列） 4.5 ～ 10.0 灌漑路へ送水
4 第二調節池 排水量調整 手動スライド式 幅 1500mmx1 0.5 ～ 10.0 以上 浚渫と排水

植樹数（2011 年 4 月 30 日現在）
第一期工事
樹木 場所 目的 本数

ヤナギ 開水路内壁 ①用水路護岸の強化、②法止め工 13,500
ユーカリ 第一用水路外壁斜面 法止め工 200
計 13,700 本

カマ取水堰対岸（ベスード）護岸　2011 年 6 月 20 日現在

区域 距離 水面からの高さ 堤防種 基部幅 天端幅 工種 その他低水位期 高水位期
工事始点～ 1700 ｍ 1700m 6.0 ～ 7.0m 4.5 ～ 5.5 ｍ 連続堤防 25 ～ 40 ｍ 8 ～ 12m 捨石工根固め
1700m～ 3500m 1800m 4.0 ～ 5.0m 3.5 ～ 4.0m 非越流水制

護岸
7m前後 石出し水制 洪水進入路

の締切り
主流―支流分岐部 500m 0 ～ 1.0m かすみ堤（不

連続堤防）
河道中心線掘削して主流回復

護岸の名称 クナール河ベスード護岸
全長 3500m
場所 アフガニスタン国ナンガラハル州ベスード郡
設計 ･施工者 PMS (Peace(Japan) Medical Services)
工期 2010 年 11 月～ 2011 年
工種 上表参照
植樹数 (柳 ) １７７,７５０本
主要付帯設備 小取水門（予定 )
備考 JICA共同事業

各区別概要（流量・工種など）

水路の名称 カマ第一用水路 カマ第二用水路
主幹水路全長 1350 m（うち PMS改修 370m） 1020 m（全長新設）
場所 アフガニスタン国ナンガラハル州カマ郡
平均傾斜 0.001 0.0015
標高差 (落差） 1.2 m 1.6 m
取水量 2.5 ～ 4.0 ㎥ /秒 5.0 ～ 10.0 ㎥ /秒
送水量 3.0 ～ 4.0 ㎥ /sec. (一日 25 ～ 40 万トン ) 4.5 ～ 8.5 ㎥ /秒 (一日 45 ～ 100 万トン )
推定損失水量 約 25％以下 25 ～ 35％（浸透損失 15％以下、無効水 10 ～ 15％）
推定灌漑可能面積
（水稲）＊ 1500 ～ 2000ヘクタール 4500 ～ 6000ヘクタール

水路沿い植樹総数 約 2000 本 (柳枝工 ) 約 12000 本 (柳枝工 )
設計 ･施工者 PMS (Peace(Japan) Medical Services)
工期 2008 年 12 月 20 日～ 2011 年 3 月 31 日 2010 年 10 月 1 日～ 201 年 .4 月 20 日
取水堰越流幅 350(冬季 )～ 550(夏季 )m 80(冬季 )～ 110(夏季 )m
取水堰越流長 基部約 15 ～ 20m（主に捨石工） 基部約 15 ～ 20m（主に捨石工）
主幹水路工種 素掘り、両岸捨石工と柳枝工 ソイルセメント・ライニング、両岸蛇籠工・柳枝工
主要付帯設備 水門番小屋１、取水門 取水門、調節池、調節門、排水門、橋、水門番小屋２
備考 PMS (Peace(Japan) Medical Services) PMSと JICAの協力事業
*既に灌漑している耕地と給水量から算出。土壌の保水性、作付けの相違で、日本の基準とは必ずしも一致しない。

カマ取水堰と主幹用水路の概要

I I I | | I I I 
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〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
除
い
て
こ
と
ご
と
く
砂
に
埋
め
つ

ぶ
さ
れ
た
。
一
部
に
は
砂
丘
が
出
現
し
、
改
め
て
そ

の
猛
威
を
知
っ
た
。
概
ね
防
風
林
の
成
長
し
て
い
な

い
場
所
で
被
害
が
多
く
、
砂
嵐
の
季
節
が
去
る
の
を

待
っ
て
、
植
樹
に
全
力
を
上
げ
る
。
な
お
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
二
〇
一
一
年
度
の
水
稲
植
付
は
中
止
、
小

麦
ま
き
の
季
節
ま
で
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
・
落
花
生
・

大
豆
ら
の
豆
類
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
主
に
植
え
て
緑

肥
と
す
る
予
定
。

　

二
〇
一
一
年
度
は
、
植
林
・
給
排
水
路
の
整
備
が

中
心
で
、
本
格
的
な
農
業
生
産
活
動
は
行
え
な
い
の

が
実
情
で
あ
る
。
な
お
、
用
水
路
開
削
以
来
、
総
植

樹
数
は
八
十
万
本
、
年
内
に
百
万
本
に
達
す
る
。

４
．
ワ
ー
カ
ー
派
遣

　

二
〇
一
〇
年
度
は
、
以
下
の
ワ
ー
カ
ー
が
事
業
に

参
加
し
た
。
余
り
に
多
い
作
業
地
を
抱
え
、
一
人
で

は
不
可
能
と
考
え
、
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
数
名
を
呼

び
寄
せ
た
が
、
治
安
悪
化
と
ケ
ア
の
ゆ
と
り
の
な
さ

を
考
慮
し
、
現
場
は
慣
れ
た
鈴
木
学
一
名
に
し
ぼ
っ

た
。
事
務
・
会
計
関
係
で
は
、
杉
山
・
村
井
が
定
期

的
に
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
内
に
滞
在
し
た
。
二
〇
一

一
年
度
は
、
現
場
＝
中
村
、
会
計
＝
村
井
の
二
名
と

し
、
リ
ス
ク
を
減
ら
す
。

　

な
お
、
日
本
国
内
か

ら
通
信
だ
け
で
進
め

得
る
仕
事
は
少
な
か

ら
ず
あ
る
が
、
事
業
の

性
質
上
、
現
場
で
の
監

督
・
指
導
な
し
に
河

川
工
事
も
医
療
活
動

も
進
ま
な
い
こ
と
は

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
会
計
も
同
様
で

あ
る
。

　

日
本
側
で
は
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
良
さ
を

生
か
し
て
募
金
・
報

告
活
動
を
行
い
、
現
地

側
で
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
実
事
業
を
進
め
る
の
が
本
来
の
姿

か
と
思
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
が
先
と
い
う
問
題
で
は
な

い
。
ど
ち
ら
が
倒
れ
て
も
事
業
は
分
解
す
る
。
実
戦

部
隊
と
後
方
支
援
と
の
違
い
で
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
は
な
い
。
職
員
百
数
十
名
、
作
業
員

四
〇
〇
名
の
生
活
・
生
命
、
そ
し
て
何
よ
り
も
現
地

数
十
万
農
民
に
責
任
を
負
う
事
業
体
で
あ
る
。
事
業

の
挫
折
は
、
彼
ら
が
路
頭
に
迷
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

両
者
が
協
力
せ
ね
ば
成
り
立
た
な
い
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
だ
が
、
目
の
前
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
て

流
転
す
る
現
地
事
情
に
理
解
が
及
ば
ぬ
こ
と
が
あ
る
。

　

今
後
、
日
本
の
協
力
者
の
厚
意
に
報
い
る
た
め
に

も
、
事
業
展
開
を
正
確
に
伝
え
る
工
夫
が
欠
か
せ
な
い
。

５
．
マ
ド
ラ
サ
寮
建
設

　　

二
〇
〇
七
年
十
二
月
鍬
入
れ
式
の
後
に
整
地
作
業

を
始
め
、
建
設
工
事
が
二
〇
〇
八
年
三
月
か
ら
行
わ

れ
た
。
二
〇
一
〇
年
二
月
七
日
、
モ
ス
ク
︵
七
〇
〇

名
収
容
︶、
マ
ド
ラ
サ
︵
モ
ス
ク
付
属
学
校
、
生
徒

数
六
〇
〇
名
︶を
完
成
し
て
い
た
が
、
遠
方
か
ら
来

る
子
弟
、
孤
児
や
貧
困
家
庭
の
子
供
に
も
教
育
機
会

を
与
え
る
。

　

そ
の
た
め
に
マ
ド
ラ
サ
寮
︵
寄
宿
舎　

一
八
〇

名
︶の
建
設
が
痛
感
さ
れ
て
い
た
。
寮
建
設
は
二
〇

一
〇
年
三
月
に
始
め
ら
れ
、
翌
二
〇
一
一
年
四
月
三

〇
日
に
竣
工
、
五
月
一
日
に
譲
渡
式
を
行
っ
た
。
こ

れ
は
旧
ワ
ー
カ
ー
・
故
伊
藤
和
也
く
ん
の
ご
両
親

︵
伊
藤
和
也
ア
フ
ガ
ン
菜
の
花
基
金
︶に
よ
っ
て
建

生長したガンベリ沙漠の防砂林

2010 年度現地派遣ワーカー

1 杉山大二郎 農業事務・現地連絡員 '05 年 2 月～ '11 年３月

2 村井光義 会計事務・現地連絡員 '05 年 3 月～

3 石橋忠明 用水路 '10 年 9 月～ 11 月

4 手島利治 用水路 '10 年 9 月～ 10 月

5 鈴木学 用水路 '10 年 10 月～ '11 年 2 月
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設
資
金
が
寄
贈
さ
れ
た
。
大
洪
水
に
よ
っ
て
工
期
が

延
び
た
が
、
何
と
か
譲
渡
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
マ
ド

ラ
サ
は
行
政
上
、
宗
教
省
か
ら
教
育
省
に
管
理
が
移

さ
れ
、
登
録
で
多
少
の
混
乱
が
あ
っ
た
が
、
ジ
ア
医

師
が
奔
走
し
て
合
法
手
続
き
を
完
了
、
こ
れ
を
機
に

正
式
登
録
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
教
師
の
人
数
を
安
定
し

て
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ド
ラ
サ
側
も
懸
案

を
解
決
で
き
た
。

　

設
計
と
施
工
は
Ｐ
Ｍ
Ｓ
が
全
て
行
っ
た
。
今
後
同

モ
ス
ク
と
マ
ド
ラ
サ
が
要
と
な
っ
て
地
域
安
定
に
寄

与
す
る
こ
と
は
計
り
知
れ
ず
、
物
心
両
面
で
支
え
て

下
さ
っ
た
方
々
に
、
現
地
農
民
に
代
わ
り
、
心
か
ら

謝
意
を
表
す
る
。

６
．
自
立
定
着
村
の
建
設

　

現
在
の
政
情
と
社
会
不
安
の
中
で
、
入
居
は
当
分
、

進
め
な
い
。
情
勢
が
落
ち
着
く
ま
で
数
年
間
、
開
拓

作
業
を
続
け
な
が
ら
、
自
然
に
住
民
た
ち
と
の
よ
い

関
係
が
熟
す
る
の
を
待
つ
べ
き
だ
と
の
判
断
で
あ
る
。

　

だ
が
村
共
同
体
は
建
物
で
は
な
く
、
共
に
生
き
て

ゆ
く
た
め
の
、
人
間
同
士
の
き
ず
な
で
あ
る
。
現
在

職
員
た
ち
が
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
で
共
に
汗
を
流
す
こ
と

が
、
地
域
へ
の
愛
着
を
共
有
す
る
不
可
欠
の
要
素
だ

と
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
焦
る
こ
と
は
な
い
と
の

判
断
で
あ
る
。

　

年
度
報
告
に
述
べ
た
通
り
。
農
地
開
拓
、
用
水
路

保
全
、
排
水
路
整
備
、
植
樹
︵
と
く
に
防
風
防
砂
林
︶

等
、
基
本
的
に
こ
れ
ま
で
の
継
続
で
あ
る
。
農
業
計

画
は
ま
だ
準
備
段
階
だ
と
言
え
よ
う
。

　

医
療
面
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
診
療
の
場
の
確
保
が
遅

れ
て
い
る
が
、
政
情
の
変
化
を
考
慮
し
、
急
が
な
い
。

　

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
は
、
二
〇
年
を
経
て
建
物

が
老
朽
化
し
て
お
り
、
諸
般
の
事
情
で
建
て
替
え
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
度
に
時
期

を
決
め
、
二
〇
一
一
年
度
末
か
ら
二
〇
一
二
年
度
初

め
に
改
築
を
予
定
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︵
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
︶共
同

事
業
に
つ
い
て
は
、
ベ
ス
ー
ド
郡
の
カ
ブ
ー
ル
河
取

水
口
建
設
が
最
大
の
仕
事
と
な
る
。
ベ
ス
ー
ド
郡
に

つ
い
て
は
、
過
去
数
年
間
、
主
要
取
水
口
を
全
て
手

が
け
て
き
た
が
、
何
れ
も
仮
工
事
で
終
わ
っ
て
き
た
。 

　

ベ
ス
ー
ド
灌
漑
が
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
手
で
成
れ
ば
、
北
部

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
の
が
確
実
に

な
り
、
良
い
﹁
地
域
安
定
復
興
モ
デ
ル
﹂
が
完
成
す

る
と
期
待
さ
れ
る
。

二
〇
一
一
年
度
の
計
画

中な
か

村む
ら

　
哲て
つ

⋮
九
州
大
学

医
学
部
卒
。
専
門
＝
神

経
内
科
︵
現
地
で
は

内
科
・
外
科
も
こ
な

す
︶。
国
内
の
病
院
勤
務

を
経
て
、
一
九
八
四
年

パ
キ
ス
タ
ン
北
西
辺
境

州
の
州
都
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来
二
八
年

に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計
画
を
柱

に
し
た
、
貧
困
層
の
診
療
に
携
る
。
八
六
年
か
ら

は
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
た
め
の
事
業
を
開
始
、
ア
フ

ガ
ン
北
東
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を
設
立
。
九

八
年
に
は
基
地
病
院
Ｐ
Ｍ
Ｓ
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に

建
設
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
つ
だ
け

で
な
く
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
山
岳
地
帯
の
診
療
所

を
拠
点
に
巡
回
診
療
も
開
始
し
た
。
二
〇
〇
〇
年

以
降
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
襲
っ
た
大
旱
魃
対

策
の
た
め
の
水
源
確
保
︵
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー
ズ

の
復
旧
。
作
業
地
千
六
百
ヶ
所
以
上
︶事
業
を
実

践
。
さ
ら
に
〇
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン
東
部
山
村

で
の
長
期
的
復
興
計
画
﹁
緑
の
大
地
計
画
﹂
を
継

続
、
〇
三
年
三
月
か
ら
は
灌
漑
水
利
計
画
に
着
手

し
、
一
〇
年
三
月
全
長
二
五
・
五
キ
ロ
が
開
通
し

た
。
年
間
診
療
数
約
四
万
五
千
人
︵
一
〇
年
度
︶。

完成したマドラサ寮（寄宿舎）の譲渡式
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2010年度の主な収支
ご寄付を頂きました団体名につきましては紙面の都合上、割愛させていただきます。

期間 2010年4月～2011年3月

一般会計（単位：円）

［収入の部］

1 会費寄付

2 補助金等

4 利息雑収入

5 収益事業収入

6 基金繰入

年度収入計

前年度繰越

収入計

収 益事業会計

［収入の部］

書籍売上

DVD売上

雑収入

売上収入計

［経費の部］

書籍等原価

販売費

雑損失

租税公課

経費ム叶ロロ

当期収益（一般会計繰入）

「いのちの基金」残高

期首残高

一般会計から繰り戻し

期末残高

373,200,942① 

゜202,056 

1,771,826 

゜375,174,824 

30,113,601 

405,288,425 

3,508,719 

2,649,350 

404,278⑤ 

6,562,347 

50,000,000 

50,000,000 

2

3

 

［支出の部］

1 現地協力費

うちPMS運営費

灌漑用水路

ワーカー費

渡航費

国内活動費

広報費

事務局費

年度支出計

308,761,318 

2,562,600② 

295,605,386③ 

1,808,303④ 

6,540,870 

2,244,159 

12,479,767 

21,845,019 

343,086,104 

次年度繰越

支 出 計

62,202,321 

405,288,425 

●「伊藤和也アフガン菜の花基金」からの

学校宿舎建設寄付

3,966,718 

224,178 

6,825 

592,800⑥ :―----------------------------------------
止辿ユ ： 未使用切手、書き損じ葉書の寄付

1,771,826 :寄付いただいた件数 1,142件

：未使用切手枚数 28,836枚

＇ 同 金額 4,258,603円相当

：書き損じ葉書枚数 43,455枚

： 同 金額 2,092,951円相当

： 合計金額 6,351,554円相当

' ＊会報発送費用の節約になっています。
----------------------

20,000,000 

＊頂いた寄付でマドラサ宿舎建設及び農業用資材を購入しました。

①
個
人
会
費
寄
付
（
個
人

2
1
、2
3
8件
／
団
体
9
5
6件）

②
パ
キ
ス
タ
ン
診
療
所

③
農
業
用
湛
漑
用
水
路
建
設

④
現
地
支
援
ワ
ー
カ
ー
等

⑤
カ
レ
ン
ダ
ー
、

D
V
D
印
税
、
農
業
記
録
販
売
収
入

⑥
事
業
所
税
等

●2010年度事業額（支出ベース）
343,086,104円

事務局費
21,845,019(6.4%) 

現地活動費
308,761,318 (90.0%) 

事業規模（寄付件数•事禦額）の推移 1990-2010（年虞）

―

―

―

-

〈

↑

〗
二
〗
〗
岬
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碧
薮
穀

0

会
件
件す

人
付
割

個
寄
体甘

1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 

3,096 3,503 3,283 2,968 3,432 

191 145 150 221 135 

1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 

3,279 3,467 59,478 21,167 18,079 15,119 18,449 19,027 19,248 22,343 20,432 21,238 

172 176 689 1,730 1,275 953 932 903 910 990 851 956 
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﹁
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
﹂
は
一
九
九
一
年
よ
り
ナ
ン
ガ

ラ
ハ
ル
州
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
郡
カ
ラ
イ
シ
ャ
ヒ
村
で
診

療
所
を
運
営
し
て
い
る
。
医
療
機
関
の
種
別
と
し

て
は
Ｂ
Ｈ
Ｃ
︵Basic H

ealth C
enter

：
基
本
的
診

療
所
︶に
あ
た
り
、
管
轄
地
区
は
ア
ム
ラ
村
と
カ
ラ

イ
・
シ
ャ
ヒ
村
で
人
口
は
お
よ
そ
一
万
八
五
〇
〇
人
。

　

診
療
所
の
職
員
数
は
十
四
名
で
、
内
訳
は
医
師
二

名
、
看
護
師
二
名
、
ワ
ク
チ
ン
担
当
職
員
二
名
、
検

査
技
師
二
名
、
事
務
職
員
一
名
、
調
理
担
当
一
名
、

公
衆
衛
生
管
理
担
当
一
名
、
門
衛
三
名
。

　

活
動
内
容
は
以
下
の
通
り
。

　

①
毎
朝
七
時
に
職
員
全
員
集
合
し
、
出
欠
を
取
る

と
同
時
に
前
夜
に
治
療
を
受
け
た
救
急
患
者
の
申
し

送
り
を
す
る
。

　

②
朝
礼
後
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
別
の
待
合
室
で
診
療

を
待
っ
て
い
る
患
者
達
に
職
員
が
衛
生
教
育
を
行
う
。 

　

③
そ
の
後
、
外
来
患
者
に
診
察
カ
ー
ド
を
渡
し
、

外
来
診
療
を
開
始
す
る
。
時
間
は
基
本
的
に
午
前
七

時
か
ら
午
後
十
二
時
三
〇
分
か
一
時
ま
で
で
、
一
日

平
均
一
八
〇
人
を
診
療
し
て
い
る
。
患
者
に
は
前
述

の
よ
う
に
男
性
も
女
性
も
い
る
が
、
児
童
が
大
半
を

占
め
る
。
疾
病
は
季
節
に
よ
っ
て
多
岐
に
わ
た
り
、

例
え
ば
夏
季
に
は
マ
ラ
リ
ア
や
下
痢
症
が
増
加
し
、

冬
季
に
は
肺
炎
の
症
例
が
増
え
る
。

　

外
来
患
者
数
が
多
い
理
由
と
し
て
我
々
の
管
轄
外

地
域
、
例
え
ば
バ
ル
コ
ー
ト
︵Barkoot

︶、
ブ
デ
ィ

ア
ラ
イ
︵Budyalai

︶、
ウ
ィ
ー
ガ
ル
︵W

igal

︶、
シ

ェ
マ
ー
ル
︵Shem

al

︶、
ス
ー
タ
ン
︵Sutan

︶な
ど

の
遠
隔
地
や
、
更
に
は
ク
ナ
ー
ル
や
ラ
グ
マ
ン
と
い

っ
た
他
州
か
ら
も
患
者
が
来
院
し
て
い
る
こ
と
を

特
筆
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
当
診
療

所
が
標
準
医
療
を
備
え
て
お
り
、
二
四
時
間
診
療

を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
い
。
外
来
診
療
終
了

後
、
我
々
職
員
は
お
祈
り
を
し
て
昼
食
を
と
り
、
そ

の
日
の
診
療
報
告
を
作
成
す
る
。
月
末
に
は
こ
の
日

次
診
療
報
告
書
を
元
に
政
府
に
提
出
す
る
Ｍ
Ｉ
Ａ
Ｒ

︵
月
間
総
診
療
報
告
︶を
作
成
し
て
い
る
。
救
急
患

者
に
つ
い
て
は
当
所
で
治
療
で
き
る
症
例
は
治
療

す
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド

の
公
的
病
院
に
送
っ
て
い
る
。
外
来
診
療
以
外
に

も
ワ
ク
チ
ン
投
与
や
、
結
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
て
ん

か
ん
症
治
療
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
検
査
室
も
備

え
て
お
り
、
二
名
の
検
査
技
師
が
勤
務
し
て
い
る
。 

　

当
所
が
行
っ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以

下
の
通
り
。

　

ワ
ク
チ
ン
投
与
担
当
職
員
二
名
が
週
の
う
ち
四
日

間
は
診
療
所
勤
務
、
二
日
間
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動

で
地
域
社
会
に
出
か
け
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
全

国
予
防
接
種
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
︵
年
に
︶十
回
か

ら
十
二
回
実
施
さ
れ
る
が
、
一
回
に
つ
き
三
日
間
ほ

ど
を
か
け
て
各
家
庭
を
巡
回
し
、
五
歳
以
下
の
児
童

に
経
口
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
投
与
し
て
い
る
。

　

結
核
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
〇
〇
八
年
十
二
月
二
日
か

ら
実
施
し
て
い
る
。

　

結
核
患
者
数
は
左
の
通
り
。

 　

二
〇
〇
八
年                

二
名

　

二
〇
〇
九
年                

五
〇
名

　

二
〇
一
〇 

年               

五
八 

名

　

二
〇
一
一 

年               

一
八
名

 　

現
在
、
当
診
療
所
で
は
結
核
患
者
二
〇
名
が
治
療

中
で
、
他
は
治
癒
し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年
以
降
、

死
亡
例
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

　

昨
年
八
月
末
の
コ
レ
ラ
発
生
の
際
に
は
、
医
師
か

ら
門
衛
ま
で
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
し
、

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
医
師　

ハ
フ
ィ
ズ
ッ
ラ
ー
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そ
の
結
果
、
こ
の
致
命
的
疾
患
か
ら
三
九
七
名
の
患

者
を
救
う
こ
と
が
出
来
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
一
名

の
患
者
が
亡
く
な
っ
た
。

　

公
衆
衛
生
病
院
か
ら
は
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
地
域

住
民
も
我
々
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
大
変
満
足
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
何
か
あ
る
毎
に
地
域
住
民
が
協
力

を
申
し
出
て
く
れ
て
い
て
、
保
健
委
員
会
と
い
う
名

の
長
老
会
も
設
置
さ
れ
、
そ
の
お
陰
で
我
々
の
活
動

は
よ
り
効
率
よ
く
実
施
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て

い
る
。

　

治
安
は
何
よ
り
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
一
般

的
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
全
土
に
わ
た
っ
て
治
安
情
勢

は
あ
ま
り
よ
く
な
い
。
し
か
し
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州

は
他
所
に
比
べ
て
治
安
は
よ
く
、
こ
と
に
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
地
区
は
州
内
で
一
番
安
全
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
　
　
　

＊

　

最
後
に
、
私
自
身
に
つ
い
て
語
ら
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
の
名
は
ド
ク
タ
ー･

ハ
フ
ィ
ズ
ッ

ラ
ー
と
い
い
、
二
〇
〇
五
年
九
月
十
六
日
か
ら
Ｐ
Ｍ

Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。﹁
な
ぜ
お
前
は

Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
を
選
ん
だ
の
か
﹂
と
い
う
疑
問
が

湧
い
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
説
明
い
た
し
ま
す

と
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
は
極
め
て
優
れ
た
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
住
民
に
提
供
し
て
お
り
、
こ
の
医
療
施
設
の

発
展
の
た
め
に
私
で
お
役
に
立
つ
こ
と
は
な
ん
で
も

貢
献
し
た
い
と
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
受
け
入
れ
て
頂

き
ま
し
た
。
私
は
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
診
療
所
に
勤
務
で

き
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
Ｐ
Ｍ
Ｓ
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ダラエヌール診療所で診察中のハフィズッラー医師（左端）

　

国　

籍　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
大
策

　

羽
虫
が
地
表
近
く
に
群
れ
て
い
る
。

　

ト
ガ
ン
家
の
前
に
拡
が
る
マ
イ
マ
ナ
平
原
は
、
時
季
を
早
め

た
雛
罌
粟
が
一
斉
に
狂
い
咲
い
た
よ
う
に
、
日
没
間
近
の
陽
光

で
真
紅
に
染
ま
っ
て
い
た
。

　

北
部
一
帯
の
治
安
要
員
養
成
訓
練
か
ら
長
男
ア
ウ
ル
が
戻

り
、
も
ど
か
し
気
に
革
靴
の
紐
を
解
く
。
制
服
を
普
段
着
に
換

え
コ
ラ
ァ
を
か
ぶ
る
。

﹁
ド
イ
ツ
兵
の
教
官
が
、
ウ
ズ
ベ
キ
を
喋
る
男
で
、
顔
つ
き
も

ト
ル
キ
ィ
で
、
⋮
⋮
。﹂

　

話
し
か
け
ら
れ
た
妹
は
た
だ
微
笑
し
て
い
る
。

﹁
ド
イ
ツ
人
に
な
っ
て
何
代
目
か
の
ト
ル
キ
ィ
・
ム
ハ
ジ
ー
ル

︵
移
民
︶だ
。
こ
の
国
の
ウ
ズ
ベ
ク
よ
り
多
い
く
ら
い
の
筈
だ
。﹂

　

奥
か
ら
現
れ
た
祖
父
が
真
顔
で
説
明
す
る
。

﹁
バ
バ
、
カ
リ
ン
︵
絨
緞
︶買
い
に
来
た
フ
ラ
ン
ス
人
、
色
は

黒
い
し
、
パ
ン
ジ
ャ
ビ
か
ド
バ
イ
あ
た
り
の
ア
ラ
ビ
ィ
か
、
と

思
っ
た
も
の
で
す
⋮
⋮
。﹂

﹁
あ
あ
、
あ
の
男
は
カ
ー
ブ
ル
の
北
に
い
る
フ
ラ
ン
ス
軍
に
つ

い
て
き
た
商
人
さ
。
国
籍
は
フ
ラ
ン
ス
だ
。
国
籍
で
人
は
判
断

で
き
ん
よ
。
人
は
人
⋮
⋮
。﹂

　

表
に
車
が
停
り
、
集
荷
し
て
き
た
カ
リ
ン
を
降
ろ
す
の
を
手

伝
え
、
と
ア
ウ
ル
を
呼
ぶ
父
の
声
が
響
く
。

　

十
枚
程
の
カ
リ
ン
を
土
間
へ
運
び
終
え
た
頃
、
妹
が
バ
ケ
ツ

の
水
を
前
庭
に
運
ぶ
。
祖
父
、
父
、
ア
ウ
ル
の
順
に
、
ウ
ド
ゥ
ー

︵
祈
り
の
前
の
浄
め
︶を
す
ま
せ
る
。
代
々
ト
ガ
ン
家
の
祈
り

に
供
し
て
き
た
カ
リ
ン
を
ア
ウ
ル
が
地
面
に
拡
げ
、
三
人
は
両

手
を
耳
元
に
太
陽
の
や
や
左
を
向
い
て
立
ち
、
祖
父
に
従
う
。

　

ア
ッ
ラ
ー
フ
・
ア
ク
バ
ル
に
始
ま
る
祈
り
は
こ
の
日
も
、
ト

ガ
ン
一
族
に
と
っ
て
最
も
安
ら
か
で
静
か
な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

　

昨
冬
野
火
が
焼
き
つ
く
し
た
あ
た
り
に
数
頭
の
駱
駝
が
シ
ル

エ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
。
太
陽
が
沈
む
。

　

家
の
裏
手
で
け
た
た
ま
し
く
驢
馬
が
声
を
上
げ
る
。

﹁
ト
ル
ク
メ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
、
タ
ジ
ク
⋮
⋮
。﹂

﹁
河
向
う
、
母
さ
ん
の
里
の
一
族
は
違
う
国
籍
だ
。
だ
か
ら
と

い
っ
て
⋮
⋮
。﹂

　

父
と
息
子
の
会
話
は
、
夕
闇
に
囲
ま
れ
て
い
き
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
、
独
り
言
め
い
て
い
た
。

▼
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ
▼

＊ 

当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」
で
す
。

お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
税
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。予
め
ご
了
承
頂
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
郵
送
方
法
の
変
更
に
つ
い
て
▼

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
は
発
送
代
行
業
者
を
通
し
て
別

納
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
差
出
人
欄
に
代
行
業
者
名

が
記
載
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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知
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
頂
き
ま
し
た
寄
付
の
一
部
は

農
業
関
係
の
耕
耘
機
等
の
購
入
に
も
使
わ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

以
上
感
謝
と
お
礼
を
込
め
て
、
謹
ん
で
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。　

　

モ
ス
ク
・
マ
ド
ラ
サ
（
神
学
校
）の
付
属
寮
（
寄

宿
舎
）は
「
伊
藤
和
也
ア
フ
ガ
ン
菜
の
花
基
金
」
の

援
助
に
よ
り
、
建
設
が
可
能
と
な
り
二
〇
一
〇
年
三

月
に
着
工
し
、
本
年
（
二
〇
一
一
年
）四
月
三
〇
日

に
完
工
い
た
し
ま
し
た
。「
菜
の
花
基
金
」
の
理
事

会
の
皆
様
は
じ
め
基
金
へ
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
皆

様
方
に
対
し
、
心
よ
り
の
感
謝
を
込
め
て
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

念
願
だ
っ
た
モ
ス
ク
・
マ
ド
ラ
サ
の
建
設
は
、
二

〇
〇
八
年
三
月
着
工
以
来
、
モ
ス
ク
・
校
舎
に
次
い

で
一
八
〇
名
の
付
属
寮
の
建
設
で
完
成
し
、
地
元
権

威
筋
（
ア
フ
ガ
ン
政
府
教
育
省
及
び
地
域
教
育
関
係

者
）に
五
月
一
日
、
正
式
に
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
教
育
の
機
会
が
得
ら
れ
難
か
っ
た
貧
し

い
家
庭
の
子
供
、
孤
児
ら
に
大
き
な
恩
恵
が
及
ぶ
こ

と
か
と
思
い
ま
す
。
故
伊
藤
和
也
君
も
、
子
ど
も
た

ち
の
将
来
を
憂
慮
す
る
と
と
も
に
生
前
、
旧
試
験
農

場
（
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
渓
谷
）近
く
の
村
の
モ
ス
ク
建

設
に
寄
付
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
の

建
設
を
喜
ん
で
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
モ
ス
ク
・
マ
ド
ラ
サ
は
、
ナ
ン
ガ
ラ
ハ
ル
州

北
部
の
ク
ズ
・
ク
ナ
ー
ル
地
方
全
体
を
ま
と
め
る
要

と
も
な
り
、
地
域
の
平
和
に
寄
与
す
る
意
義
は
計
り

  

マ
ド
ラ
サ
寮
（
寄
宿
舎
）完
工
で
孤
児
ら
に
恩
恵

　
「
伊
藤
和
也
ア
フ
ガ
ン
菜
の
花
基
金
」で
建
設
　
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局

　　

庭
に
は
和
也
が
母
の
日
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
紫
陽
花
の
花
が
、
雨
に
う
た
れ
な
が
ら
も
色
鮮
や

か
に
咲
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊

　

和
也
が
願
っ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
子
供
た
ち
の

平
和
な
将
来
の
た
め
に
な
に
か
出
来
る
事
は
無
い
か

と
考
え
、
私
た
ち
家
族
は
二
〇
〇
八
年
十
一
月
に

﹁
伊
藤
和
也
ア
フ
ガ
ン
菜
の
花
基
金
﹂
を
設
立
致
し

ま
し
た
。
基
金
に
は
全
国
の
皆
様
か
ら
二
〇
一
一
年

五
月
三
一
日
現
在　

二
八
、七
六
三
、六
四
一
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
協
力
を
頂

き
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
マ
ド
ラ
サ
寮
を
建
設
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
五
月
一
日
に
地
元
権
威
筋
に
譲

渡
さ
れ
、
九
月
か
ら
子
供
た
ち
が
入
寮
す
る
予
定
だ

そ
う
で
す
。
こ
こ
で
教
育
を
受
け
た
子
供
た
ち
が
、

こ
れ
か
ら
の
平
和
な
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
造
っ
て
行

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
マ
ド
ラ
サ

の
建
設
資
金
と
共
に
、
農
業
支
援
と
し
て
脱
穀
機
と

ト
ラ
ク
タ
ー
の
購
入
資
金
を
会
に
託
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
全
国
の
皆
様
か
ら
頂
き
ま
し
た
ご
寄
付
の

お
か
げ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
の
皆
様
に

　

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
伊
藤
和
也
家
族
一
同

完成したマドラサの寄宿舎
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昨
年
の
六
月
か
ら
全
国
巡
回
が
始
ま
っ
た
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
報
告
写
真
展
﹃
人
・
水
・
命
﹄

は
、
二
〇
一
一
年
六
月
二
一
日
現
在
、
全
国
二
二

都
道
府
県
三
三
か
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
数
は
延
べ
九
千

人
。
本
当
に
多
く
の
方
々

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

た
だ
、
東
京
都
で
の
開

催
は
三
月
十
一
日
が
初
日

で
、
開
始
四
時
間
ほ
ど
で

地
震
の
た
め
や
む
な
く
中

止
。
し
か
し
、
そ
の
後
も

交
通
状
況
が
ま
ま
な
ら
な

い
な
か
閉
鎖
さ
れ
た
会
場

へ
来
ら
れ
た
方
が
多
く
あ

っ
た
と
聞
き
、
写
真
展
へ

の
関
心
の
高
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
現
在
、
東
京
都

で
の
写
真
展
再
開
は
検
討

中
で
、
詳
細
が
決
定
次
第

追
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
も
と
も
と
中
村
医
師
か
ら
支
援
者
の

方
々
へ
写
真
を
使
っ
て
の
報
告
と
い
う
主
旨
で
企

画
し
た
写
真
展
で
し
た
が
、
東
日
本
の
震
災
後
に

は
別
の
見
方
を
す
る
方
も
散
見
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

展
示
写
真
の
な
か
に
草
木
の
ほ
と
ん
ど
生
え
な

い
荒
地
の
写
真
と
そ
の
数
年
後
に
用
水
路
が
通
り

緑
豊
か
な
田
畑
へ
と
変
貌
し
た
同
じ
場
所
の
写
真

が
あ
り
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
の
農
村
の
復
興
が

わ
か
り
や
す
く
見
て
取
れ

る
そ
の
二
枚
の
写
真
に
東

北
の
復
興
を
重
ね
て
ご
覧

に
な
ら
れ
る
方
も
出
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
こ

う
い
っ
た
写
真
展
を
東
北

で
開
催
し
た
ら
励
み
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
来
場

者
か
ら
の
提
案
も
頂
き
ま

し
た
。

　

写
真
展
の
企
画
者
と
し

て
元
気
に
な
っ
て
頂
け
る

写
真
が
あ
る
と
確
信
し
て

い
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ

れ
ば
ど
こ
へ
で
も
出
向
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
写
真
展
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
共
催
し
て
下
さ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
地
の
写
真
に
興
味
を
持
っ
て
頂
く
だ
け
で
も

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

日
本
経
済
厳
し
い
折
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

私
共
い
つ
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

も
う
少
し
続
け
て
行
く
こ
と
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

＊

　

な
お
、
伊
藤
家
の
墓
地
に
和
也
の
慰
霊
碑
を
設
立

い
た
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
家
族
は
今
な
お
悲
し
み
が
癒
え
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
、
何
か
形
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
残

し
て
お
き
た
い
と
考
え
、
和
也
が
眠
る
墓
の
横
に
建

て
ま
し
た
。
和
也
直
筆
の｢

和｣
の
字
を
刻
み
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会
へ
の
志
望
動
機
を
記
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
和
也
の
遺
志
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
、

和
也
の
願
い
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
伝
え
て
行
く
た
め

に
も
、
そ
し
て
世
界
が
平
和
で
あ
る
よ
う
に
と
の
願

い
も
込
め
設
立
致
し
ま
し
た
。

　

皆
様
方
に
も
、
お
近
く
に
お
出
で
の
際
に
は
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
　
　
　

＊

　

ま
た
あ
の
日
と
同
じ
季
節
が
廻
っ
て
き
ま
す
。
同

じ
花
が
さ
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

自
然
の
力
、
怖
さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
の
治
安
も
依
然
不
安
な
ま
ま
で
す
。

　

平
穏
な
日
々
を
願
う
毎
日
で
す
。

　

今
後
も
皆
様
方
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

時
節
柄
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
一
年
六
月　
　

現地報告写真展のお礼とご報告

全国 33カ所、9000 人の方々に
　ご来場頂きました

　　ペシャワール会事務局・現地連絡員

松永貴明
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肉
は
年
に
２
回
だ
け

　

今
回
は
食
材
と
そ
の
価
格
を
紹
介
し
ま
す
。

　

八
百
屋
や
果
物
屋
で
は
、
ハ
ウ
ス
栽
培
を
し
て
い

な
い
の
で
季
節
の
も
の
が
並
び
ま
す
。
日
本
で
は
一

〇
〇
グ
ラ
ム
単
位
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
大
家
族
︵
一

家
族
は
一
〇
︱
二
〇
名
︶の
せ
い
か
、
少
な
い
も
の

で
も
一
キ
ロ
単
位
で
売
っ
て
い
ま
す
。﹁
一
マ
ン
﹂

＝
七
キ
ロ
、﹁
一
チ
ャ
ー
ラ
ッ
ク
﹂
＝
二
キ
ロ
な
ど

の
独
自
の
単
位
も
あ
り
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
同
じ

場
所
で
店
を
構
え
て
い
る
人
も
い
れ
ば
、
単
品
︵
今

の
季
節
は
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
︶を
手
押
し
車
で
売

っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
昨
年
ガ
ン
ベ
リ
沙
漠
で
と

れ
た
両
手
に
余
る
ほ
ど
の
大
き
な
ス
イ
カ
︵
約
一
五

キ
ロ
︶は
、
町
で
は
二
〇
〇
円
く
ら
い
し
ま
す
。

　

牛
肉
屋
は
一
頭
丸
ご
と
捌
き
、
量
り
売
り
し
ま
す
。

　

肉
は
他
の
食
材
と
比
べ
て
値
が
張
り
、
以
前
職
員

か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
彼
の
家
で
は
年
に
二
回
︵
イ

ー
ド
の
時
：
日
本
で
の
正
月
や
お
盆
で
し
ょ
う
か
︶

だ
け
肉
を
食
べ
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
牛
肉
料
理

で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
水
を
加
え
て
嵩
を
増
や
し
、
鶏

肉
料
理
は
鶏
肉
の
み
で
調
理
し
ま
す
。
肉
の
値
段
は

羊
肉
が
一
番
高
く
て
、
牛
肉
と
鶏
肉
は
同
じ
く
ら
い

で
す
が
、
経
済
的
に
は
牛
肉
の
方
が
良
い
よ
う
で
す
。

　

羊
を
よ
く
食
べ
て
い
る
と
日
本
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

ま
す
が
、
羊
は
牛
の
倍
以
上
の
値
段
な
の
で
、
め
っ

た
に
食
べ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
ン
パ
ク
源
と

し
て
豆
類
︵
ひ
よ
こ
豆
、
赤
豆
︶を
よ
く
食
べ
ま
す
。

　

一
般
的
な
メ
ニ
ュ
ー
は
主
食
の
ナ
ン
に
、
お
か
ず

は
油
で
ト
マ
ト
と
タ
マ
ネ
ギ
を
炒
め

た
あ
と
水
を
加
え
、
豆
や
野
菜
を
煮

込
む
料
理
で
す
。
具
材
が
変
わ
っ
て

も
味
は
あ
ま
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
タ

マ
ネ
ギ
と
季
節
の
野
菜
︵
大
根
・
カ

ブ
・
ニ
ラ
・
コ
リ
ヤ
ン
ダ
ー
な
ど
︶

の
サ
ラ
ダ
も
好
ま
れ
ま
す
。
ヨ
ー
グ

ル
ト
も
あ
り
、
暑
い
季
節
は
ヨ
ー
グ

ル
ト
に
水
を
加
え
、
塩
で
味
を
調
え
、

ジ
ュ
ー
ス
に
し
て
飲
む
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
み
ん
な
こ
れ
を
飲
む
と
良
く

眠
れ
る
と
言
い
ま
す
。
来
客
時
や
祝

い
事
の
時
に
は
、
家
で
放
し
飼
い
し

て
い
る
鶏
や
上
質
な
米
を
振
る
舞
い

ま
す
。
自
宅
で
の
食
事
は
床
に
マ
ッ

ト
や
布
を
敷
い
て
料
理
を
置
き
、
家

族
一
同
車
座
に
な
っ
て
食
べ
ま
す
が
、
自
宅
以
外
で

は
男
女
は
同
席
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
別
々
で
す
。

十
時
と
三
時
の
チ
ャ
イ
︵
お
茶
︶の
時
間
も
大
切
で
、

社
交
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ナ
ン
屋
は
食
事
ど
き
に
合
せ
て
営
業
し
ま
す
。
食

事
の
時
間
は
、
日
の
出
頃
、
正
午
、
日
暮
頃
な
の
で
、

一
日
に
三
度
窯
に
火
を
入
れ
ま
す
。
お
天
道
様
と
と

も
に
生
活
し
て
い
る
の
で
、
季
節
に
よ
っ
て
食
事
の

時
間
が
違
い
ま
す
。
例
え
ば
朝
食
の
時
間
は
、
夏
は

朝
早
く
、
冬
は
少
し
ゆ
っ
く
り
で
す
。
ナ
ン
の
形
は

円
や
楕
円
で
、
ナ
ン
表
面
の
模
様
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
の
市
場
価
格
︵
二
〇
一
一
年
四

月
︶は
添
付
の
表
の
と
お
り
で
す
。
パ
キ
ス
タ
ン
国

◎
ワ
ー
カ
ー
通
信

物
価
は
昨
年
の
二
割
高

  　
タ
ン
パ
ク
源
は
主
に
豆
類

　
　

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
事
務
局
・
現
地
連
絡
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
井
光
義

品　目 単　位 現地通貨 日本円換算
小麦粉 1kg Rs.40 40 円
ナン 300  g Af.9 16 円
トマト 1kg Rs.31.42 31 円
タマネギ 1kg Rs.14.28 14 円
ジャガイモ 1kg Rs.28.57 29 円
米 (上質） 1kg Rs.85 85 円
米（並） 1kg Rs.50 50 円
赤豆（インゲン） 1kg Rs.84 84 円
ひよこ豆 1kg Rs.69 69 円
牛肉 1kg Rs.350 350 円
料理油 1ℓ Rs.137 137 円
砂糖 1kg Rs.78 78 円
牛乳（パック） 200mℓ Rs.20 20 円
茶葉（紅茶） 1kg Rs.360 360 円
茶葉（緑茶） 1kg Rs.260 260 円
軽油 1ℓ Af.59.5 107 円
ガソリン 1ℓ Af.59.5 107 円
＊ジャララバード使用通貨  
パキスタンルピー (Rs)　Rs.1 ＝１円／アフガニー (Af )　Af.1 ＝ 1.8 円  
＊灌漑事業 現場作業員日当  
　Af.200 ／日＝ 360 円  
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境
に
近
い
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
で
は
ル
ピ
ー
と
ア
フ
ガ

ニ
の
二
つ
の
通
貨
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
、

タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
が
半
端
な
値
段
な
の
は

﹁
一
マ
ン
﹂
単
位
で
購
入
し
た
か
ら
で
す
。
肉
の
値

段
が
際
立
っ
て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　

一
般
家
庭
は
電
気
の
無
い
所
が
殆
ど
で
冷
蔵
庫
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
日
に
食
べ
る
も
の
を
必
要
な
だ

け
買
っ
て
い
ま
す
。　

　

昨
年
と
価
格
を
比
べ
る
と
、
二
割
程
度
物
価
が
上

昇
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
も
物
価
の

上
昇
が
止
ま
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
定
し
て

水
を
田
畑
に
取
り
入
れ
る
こ
と
の
出
来
る
用
水
路
を

拠
り
所
に
、
安
心
し
て
家
族
一
緒
に
暮
ら
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
郵
便
払
込
票
の
記
入
は
分
か
り
や
す
く
▼

＊ 

ご
寄
付
を
お
送
り
下
さ
っ
た
郵
便
払
い
込
み
用
紙

は
、
郵
便
局
か
ら
コ
ピ
ー
が
届
き
ま
す
の
で
、
文
字

が
に
じ
ん
だ
り
、
か
す
れ
て
判
読
し
づ
ら
い
場
合
が

ご
ざ
い
ま
す
。
楷
書
で
分
か
り
や
す
く
ご
記
入
い
た

だ
け
れ
ば
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
！
▼

＊
会
報
の
発
送
等
の
通
信
費
に
、
年
間
数
百
万
円
以
上

要
し
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損
じ
の

ハ
ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
使

用
済
み
ハ
ガ
キ
・
切
手
は
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
理
解
下
さ
い
）

＊
一
部
地
域
の
方
々
へ
の
会
報
は
「
料
金
別
納
郵
便
」

で
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
際
も
料
金
の
代

わ
り
と
し
て
未
使
用
切
手
で
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

肉屋 ナン屋（奥のタンドールで焼く）

八百屋現場職員達の昼食
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会　
　
　

則

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医
療

活
動
な
ど
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、﹁
支

え
合
い
﹂
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運
営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、
〇
〇
〇
円
、
学
生
会
員
一
、

〇
〇
〇
円
、
維
持
会
員
一
〇
、
〇
〇
〇
円
の
年

会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を
行

う
。

⑥
本
会
は
会
報
を
発
行
し
、
会
報
を
通
じ
て
活

動
を
報
告
す
る
。

⑦
本
会
は
若
干
名
の
理
事
、
監
事
を
選
任
し
、

会
の
運
営
を
行
う
。

⑧
毎
年
一
回
総
会
を
開
き
、
事
業
お
よ
び
会
計

に
つ
い
て
報
告
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

︵
〒
八
一
〇—

〇
〇
四
一　

福
岡
市
中
央
区
大

名
一
丁
目
一
〇—

二
五　

上
村
第
二
ビ
ル
六
〇

三
号
℡
〇
九
二—

七
三
一—

二
三
七
二
︶内
に

お
く
。

●
事
務
局
便
り

＊
Ｐ
Ｍ
Ｓ
の
存
亡
を
懸
け
て
取
り
組
ま
れ
た
カ
マ
の
第
二
取
水

口
が
完
工
し
、
ベ
ス
ー
ド
の
護
岸
工
事
も
増
水
期
に
間
に
合
っ

た
。
マ
ル
ワ
リ
ー
ド
用
水
路
の
取
水
口
付
近
の
改
修
工
事
も
完

了
し
た
。
試
験
農
場
で
は
，
昨
秋
の
稲
作
だ
け
で
な
く
春
に
は

小
麦
の
収
穫
も
得
た
。
ま
た
マ
ド
ラ
サ
の
寄
宿
舎
も
完
成
し
た
。

一
カ
所
だ
け
で
も
大
変
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
が
、
時
間
と
過
酷

な
自
然
と
の
闘
い
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
完
遂
し
た
中
村
医
師

を
は
じ
め
と
す
る
現
地
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
し
た
い
。

＊
昨
年
夏
起
き
た
大
洪
水
の
復
旧
工
事
が
一
段
落
す
る
か
と
思

わ
れ
た
三
月
、
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
。
今
回
の
大
災

害
は
、
天
災
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
原
子
力
発
電
事
故
が
加
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
と
考
え
て
き
た
﹁
人

間
優
位
の
自
然
観
﹂
と
﹁
経
済
的
に
豊
か
で
効
率
的
な
く
ら
し
﹂

を
無
反
省
に
目
指
し
て
き
た
私
た
ち
の
﹁
生
活
観
﹂
そ
の
も
の

を
問
う
て
い
る
。
事
務
局
で
は
被
災
地
に
お
住
ま
い
の
会
員
の

方
々
に
お
見
舞
い
の
手
紙
を
出
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
れ
に
対
し

て
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
ご
返
事
を
頂
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
苦

境
と
闘
い
な
が
ら
精
一
杯
生
き
抜
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
様
子

に
、
反
っ
て
励
ま
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々

の
苦
境
に
も
思
い
を
寄
せ
て
頂
い
た
。
お
心
に
深
く
感
謝
す
る

と
共
に
、
皆
樣
方
が
心
穏
や
か
な
日
々
を
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と

を
、
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

＊
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
企
画
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
﹁
ア
フ
ガ
ン
に
生
命

の
水
を
﹂︵
日
本
電
波
ニ
ュ
ー
ス
社
制
作　

菅
原
文
太
氏
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
︶が
、
土
木
学
会
映
画
コ
ン
ク
ー
ル]

で
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。
受
賞
理
由
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︵
抜
粋
︶。

﹁
現
地
の
石
組
み
な
ど
の
在
来
技
術
を
極
力
活
か
し
、
持
続
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
地
域
の
人
々
が
ま
か
な
え
る
よ
う
に
配
慮
／

命
を
守
り
生
活
を
支
え
る
土
木
技
術
者
の
魂
を
伝
え
る
も
の
で

あ
り
、
大
地
の
医
師
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
と
い
え
よ
う
﹂

○ぺ
村
か
ら—

—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—
—

♪

退
職
後
に
縛
ら
れ
た
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
時
間
に
余
裕
が
出
来
、

さ
て
ボ
ケ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
？
と
考
え
て
い
た
矢
先
、
あ

る
雑
誌
に
挟
み
込
ま
れ
て
た
﹁
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
を
支
援
す

る
﹂
と
い
う
票
が
目
に
と
ま
り
ま
し
た
。
活
動
の
事
は
新
聞
で

読
ん
だ
覚
え
が
あ
り
ま
し
た
。
行
動
に
移
す
手
立
て
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
す
ぐ
に
で
も
出
来
る
の
で
は
と
思
い
、

連
絡
し
、
翌
日
か
ら
手
伝
い
始
め
ま
し
た
。
用
水
路
計
画
の
説

明
を
受
け
た
の
は
そ
れ
か
ら
少
し
た
っ
て
か
ら
だ
と
覚
え
て
お

り
ま
す
。
福
岡
と
い
う
地
の
利
を
以
っ
て
、
中
村
先
生
、
ワ
ー

カ
ー
さ
ん
達
の
な
ま
の
報
告
を
受
け
た
り
、
現
地
の
様
子
は
動

画
や
音
声
で
知
る
こ
と
が
出
来
、
喜
ん
だ
り
、
残
念
が
っ
た
り

と
共
有
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
﹁
自
分
で
出

来
る
事
だ
け
を
﹂
と
の
気
持
ち
で
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
い
き

ま
す
。
後
は
、
映
像
で
は
な
く
実
際
こ
の
目
で
緑
豊
か
に
な
っ

た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
空
気
に
ふ
れ
た
い
と
願
い
な
が
ら
事
務

局
を
後
に
し
て
い
る
私
で
す
。︵
Ｍ
︶
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【3刷】1890円
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